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地引さ網を体験 ！
赤川地区の皆さんが，

行われだ地引き網を子供だちlこ体験させ疋い

ア月5日に地区の漁業関係者の協力を得

約25年ぶりに地引き網を再現しまし疋。

地区で盛んlこ「主主

=' 

と，

て，

｜かめら散歩

赤川児童クラブ買や父兄ガ午前

まず空き缶やごみ信い怠ど約

4時間lこわだり海岸清掃を行い，漁船で約10

分間の遊覧をしだ後，3回に分けて網を引き，

この日は，

ア時に集合し，
A初めはイワシばかりかと・・ 。

イワシキス，3Dr＇ほどのコノシロをはじめ，
舟にも乗せてもらいましたV

などたくさんの魚を水揚しました。そして，

とれたての魚をお田さん疋ちが調理して，

んなで賞味しまし走。親子のふれあいととも

普段は経験できない生きだ魚を手づかみ

み

...打ち寄せる波にも負けず引きました

子供た

ちは本当に楽し

にして，

企採れた魚、は，お母さん方がすぐにおさしみに／

V地引き網のあとはバーベキュー

－
か
め
ら
叡
歩

＠

父兄と

もども育意義な

一日を過ごしま

』司
ほ
ら
、
大
き
い
で
し
ょ
う
／

そうで，

企コノシ口

Vお父さんたちは成功を祝ってカンパーイ／
V皆んなで食べるからおいしいのです

－
昭
和
白
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昭
和
町
年
第

4
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、
会
期
を

6

月
旧
日
か
ら
お
日
ま
で
の

9
日
間
と
し
て
開
会
さ
れ
、
開

会
日
の
旧
日
に
は
提
案
さ
れ
た
旧
議
案
及
び
報
告

E
件
の

提
案
理
由
説
明
や
議
案
の
細
部
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

翌
旧
日
に
は
、
上
程
案
件
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
、
白

日
は
町
政
全
般
に
つ
い
て
の
代
表
質
問
、
一
般
質
問
が
行

わ
れ
た
後
、
上
程
案
件
及
び
請
願

1
件

・
陳
悟

2
件
が
所

管
委
昌
一
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
会
議
終
了
後
、
北
陸
自
動
車
道
対
策
特
別
委

員
会
が
開
か
れ
、
付
託
さ
れ
た
陳
情
の
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。出
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会
が
開
会
さ
れ
、
付
託
さ
れ
ま

し
た
議
案

・
請
願

・
陳
情
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
最
終
日
の
お
日
に
は
、
各
委
員
長
か
ら
審
査
結

果
が
報
告
さ
れ
、
討
論
を
経
て
表
決
の
結
果
、
上
程
中
の
旧

議
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。次仁
、

議
員
提
出
議
案
及
び
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を

推
薦
す
る
た
め
意
見
を
求
め
る
件
、
朝
日
町
農
業
委
員
会

の
委
員
推
薦
の
件
、
目
黒
乗
合
口
用
水
組
合
議
会
議
員
選
挙

の
件
の
表
決
、
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
請
願

1
件
、
陳
情
5
件
の
審
査
結
果
は
、
採
択

3
件
、
継
続
審
査

3
件
と
な
り
ま
し
た。

身
体
附
川よ
い
朽
の
た
め
に
附
段
に
千
附
刊

を
設
け
る
な
ど
、
地
ぷ
の
は
山
内
に
’
川

け
て
関
係
機
関
と
協
議
し
、
夫
況
に

鋭
立
努
力
さ
れ
た
い
。

3

的
病
院
の
施
設
芯
竹
化
い
か
ぶ
し

い
た
め
、
同
制
り
な
ど
の
現
状
を
踏

ま
え
、
地
設
改
替
に
前
向
き
に
取
り

組
ま
れ
た
い
。

産
業
建
設
委
員
会

付
託
案
件
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
胤
奈
の
と
お
り
吋
決

・
点
認
す
べ

う
も
の
と
決
し
ま
し
た
け

主
お
、
議
系
中裕
K

刊
の
尚
一打
で
次
的

必
叫
h

ぷ
比
一
か
あ
り
ま
し
た
。

－

川
の
農
業
政
策
が
、
減
以
問
題

な
ど
年
々
農
家
に
と
っ
て
厳
し
き
を

増
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
同
や

県
の
補
助
制
肢
が
あ
る
か
ら
と
い
勺

て
安
易
に
取
り
組
む
こ
と
な
く
、
民

家
の
立
見
を
係
り
入
れ
る
と
と
J
U
に

民
業
機
械
等
の
投
資
効
果
を
検
討
す

る
な
ど
、ハ
前
小
の
持
費
で
い
以
大
の
効

代
表
・
ーーー・圃‘

般
質
問
の
中
か
ら

6
月
議
会
で
は
、

6
人
の
議

員
か
ら
辺
件
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
主
な
も
の

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

村
お
こ
し
事
業

積
極
的
に
協
力

質

問

尚
l
ぃ会
の
委
託
悦
a

業
て
ん

栄
一
か
上
が
る
よ
う
指
導
体
制
の
絡
備
、

強
化
を
凶
ら
れ
た
い
。

2

泊
駅
前
に
例
日
町
の
観
光

P
R

川
の
鳥
鰍
附
が
設
世
し
て
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
周
辺
は
通
勤
者
の
’
制
転
点

置
坊
と
な
っ
て
いね
り
、
観
光
中併
が
鳥

n
A
 

轍
図
に
近
寄
れ
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、

、
観
光
の
明
日
町
し
の
玄
関
U
と
し
て

の
環
境
些
備
に
努
め
ら
れ
た
い
。

3

位
ハ色
付
策
と
し
て
、
中
骸
町
住

毛
川
地
の
℃
地
造
成
な
ど
に
償
徴
的
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
が
、
宅
地
取

得
要
引
が
多
い
現
状
に
総
み
、
宅
地

造
成
に
鋭
立
努
力
さ
れ
た
い
。

治
則
l
件

、
わ
が
凶
段
菜
、
州
民
村

の
将
来

U
’川
の
明
隊
化
作
び
に
米
殺

政
策
の
総
立
及
び
附
初
臼
年
産
米
の

政
凶
日
人
悩
絡
に
つ
い
て
」
及
び
陳

情

l
件

「
自
家
用
井
戸
水
の
枯
渇
防

止
に
つ
い
て
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
願
意

妥
当
と
認
め
、
採
択
に
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
の

る

「
村
お
こ
し
下
業
」
め
ア
ン
ケ
ー

ト
調
K
M
が
婦
人
会
組
織
を
辿
じ
て
行

わ
れ
た
た
め
、
婦
人
の
参
加
立
識
が

強
く
、
家
族
で
討
議
し
て
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
用
紙
を
提
出
し
て
お
ら

り
，
。
と
聞
い
て
い
ま
す
。

ニ
札
が
調

伐
の
た
め
の
調
併
に
終
わ
ら
な
い

よ

う
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
併
の
立
は
を
反

映
す
る
打
涜
を
お
聞
き
し
た
い
c

答

弁

「村
お
’
｝
し
を
ぷ
」
に

つ

い
て
は
、
本
年
度
に
例
日
町
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任
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芳と
ヲζ

総
務
教
育
委
員
会

付
託
来
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
似
奈
の
と
お
リ
可
決
、
，

m認
寸
べ

さ
し
の
と
決
し
ま
し
た
ω

な
お
、
必
主
宰
伐
の
尚
一服
で
次
の

安
明
立
は
が
あ
リ
ま
し
た
。

－

当
町
の
学
校
給
食
に
要
す
る
経

費
は
、
制
即
一職
一民
数
で
換
算
す
る
と

他
の
市
町
村
よ
り
高
い
。
経
世
節
減

の
比
地
か
ら
、
給
食
体
制
の
見
前
一し

を
検
討
さ
れ
た

い
。

E

Hむ
お
定
治
化
の

一
段
と
し
て
、

テ
ニ
ス
山
寸
則
コ
ー
ト
の
訪
山
を
山
内

き
に
検
討
す
る
主
ど
、

U
4判
定

huwボ

を
初
…
鋭
的
に
講
じ
ら
れ
た
い
。

3

図
書
館
の
小
中
学
生
め
利
用
増

大
策
の
一
環
と
し
て
、
図
書
閲
覧
室

の
拡
張
を
前
向
き
に
検
討
さ
れ
た
い
。

4

例
日
町
出
身
の
尖
術
作
家
の
削

造
ぶ
欲
ぃ品
川
仰
の
観
点
か
ら
、
山
身
作

家
の
美
術
品
購
入
を
検
A
さ
れ
た
い
。

5

仰
山
村
山
本
い
や
裟
の
内
作
閉
会
に

A第守田村おこし実行委員会

尚

i
会
が
県
の
指
定
を
受
け
、
村
お

こ
し
事
業
災
行
委
員
会
を
設
直
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
尚
工
会
が
実
施
し
た
村
お

こ
し
事
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、

5
月
に
婦
人
会
の
協
力
に
よ
り
町
内

全
世
借
を
対
象
に
行
い

、
現
紅
、
集

計
中
で
す
。
調
査
内
容
は
、
「付
お
こ

し
が
業
」
の
般
進
に
広
く
反
映
さ
れ

る
ら
の
と
則
侍
し
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
も
い
や
業
の
推
進
に
梢
極

的
に
協
刈
し
た
い
と
行
え
て
い
ま
す
。

米
飯
給
食
の
回
数

昭
和
問
年
か
ら
週
3
聞
に

質

問

現
点
、
米
の
消
費
は
金
問

的
に
伸
び
愉
ん
で
い
ま
す
。

当
時
は
県
内
で
も
有
数
の
米
の
生
産

地
で
あ
り
、
本
の
山
首
拡
大
策
の

ん

時
と
し
て
、
川
弘
代
、
週
に

3
凶
の
本

似
給
食
を

mや
す
々
、
え
は
な
い
か
り

員

長

報

生
口

対
す
る
関
係
名
採
の
述
絡
調
授
を
迅

速
に
行
う
な
ど
、
打
て
ば
響
く
町
政

の
充
実

・
品
川
化
に
努
め
ら
れ
た
い
ほ

山保
有
3
叫

T
J
h
L
X
叱
引
に
川
七
二
川

I
1

1

1

1
！

：
；
l
1
 

う
助
成
に
つ
い
て
」
、
バ
川
家
機
所
法

の
制
定
以
刈
に

つ
い
て
＼
3

非
妓
五

百
に
つ
い
て
L

N

J

、
そ
れ
ぞ
れ
諸
般

の
状
況
を
勘
案
し
、
縦
続
審
在
に
す

べ
き
ら
の
と
決
し
ま
し
た
c

環
境
厚
生
委
員
会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
以
来
の
と
わ
ね
り
吋
決
、
心
中
認
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
ら

－

M
民
健
康
保
険
の
保
険
お
の
毛

齢
化
が
者
し
く
、
医
療
従
に
l
u
め
る

訓
へ
H

が
膨
ら
ん
で
お
リ
、
保
険
税
の

徴
収
に
あ
た

勺
て
は
被
保
険
者
の
尚
一

亜
負
刊
に
な
ら
な
い
よ
う
、

一
般
財

源
の
充
当
に
配
立
さ
れ
た
い

包

一悩
M

刊
セ
ン
タ
ー
の
体
行
舵
の
効

率
的
主
利
川
を
け
桁
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
指
砕
い
民
を
配
出
す
る
と
と
し
に
、

制叫ト代、

学
校
給
食
は
週
に

5
回
実
ぬ
し
て
お
り、

内
訳

は
中
本
似
給
食
が

3
回
、
パ
ン
や
め
ん

矧

2
凶
と
し
て
い
ま
す
。

ぶ・
町
の
洲一
3
凶
災
地
は
、
指
導
ぷ

咲
の
米
飯
割
合
か
ら
み
る
と
過

E
な

も
の
と
考
、
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
政
策
を
取

り
巻
く
峨
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、

米
消
費
拡
大
は
国
家
的
な
事
業
と
花

識
し
て
お
リ
、
父
け
ん
白
川
一
問
題
や
文

部
省
の
指
持
等
を
見
町
恨
め
な
が
ら
対

処
し
た
い
と
払
句会え
て
い
ま
す
υ

答

弁特
養
ホ
l
ム
の
防
災

避
難
誘
導
訓
練
の
実
施

質

問

先
般
の
東
村
山
吉
川
特
別

長
議
老
人
ホ

l
ム
「
松
寿
閑
』

め
火
災
で
多
数
め
死
者
が
出
た
た
め
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
防
災
汁

策
の
見
直
し
が
金
問
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
当
町
の
特
別
養
護
主
人
ホ

ー
ム

「省
磯
姥
」
並
び
に
治
州
院
の

防
災
体
制
を
ど
の
よ
う
に
与
え
て
いね

ら
れ
る
か
。
ま
た
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
の
ぷ
出
は
、
防
災
刈
策
の
？
え
か

－
議
会
だ
よ
り
＠

．．．．．． 

般
会
計
補
正
予

可算
決な
~－ど
~ 21 
跡案

推t件
薦支を

可
決
さ
れ
た
も
の

補

正

予

算

（
昭
和
位
年
度
）

O
朝
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（第

－
且
す
）

O
朝

H
問
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第

l
号）

O
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第

l
号
）

条

例

。
朝
日
町
社
会
福
祉
法
人
助
成
条
例

制
定
の
件

O
朝
日
町
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務

災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
一
部
改

正
の
件

。
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
一

部
改
正
の
件

そ

の

他

O
間
道
路
線
の
認
定
の
件

議
員
提
出
議
案

。
わ
が
国
農
業
、
農
村
の
将
来
方
向

の
明
確
化
な
ら
び
に
米
穀
政
策
の

確
立
お
よ
び
昭
和
臼
年
産
米
の
政

府
買
入
価
格
に
関
す
る
意
見
書

承
認
さ
れ
た
も
の

補

正

予

算

（昭
和
侃
年
度
〉

O
朝
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（第

8
号
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
4
号）

O
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別

・

会
計
補
正
予
算
（
第

3
号）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

笹
川
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
l
号
）

。
朝
臼
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

宮
崎
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（第

l
号）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

境
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（第

2
号
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

山
崎
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
2
号
）

O
朝
日
町
公
共
用
地
先
行
取
得
等
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第

2
号
）

条

例

O
朝
日
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
件

そ

の

他

O
損
害
賠
悩
請
求
に
係
る
和
解
に
関

す
る
件

報
告
さ
れ
た
も
の

・
昭
和
白
年
8
月
号
＠



造
成
に
努
力

質

問

町
民
の
墓
地
取
得
要
情
が

多
く
あ
り
、
落
池
公
閣
の
造 企泊病院の避難訓練

成
に
つ
い
て
は
、
附
利
回
年
に
作
成

さ
れ
た

「
閉
口
町
総
合
計
制
」
の
第

2
次
以
本
計
州
の
中
に

L
川
幽
掠
屯

さ
れ
て
い
ま
字
。
ま
た
‘
附
利
引
年

3
川
に
作
成
さ
れ
た
初

H
刷
新
総
合

体
川
耐
の
中

に

L
仙
出
帆
し
て
あ
り
ま
す
e

町
民
の
切
実
な
要
増
で
あ
る
墓
地

公
開
造
成
の
目
途
を
何
時
ご
ろ
と
布

、
え
て
お
ら
れ
る
の
か
お
聞
か
せ
願
い

た
し答
弁

民
地
八
ム
闘
に

つ
い
て
は
、

町
民
－
一
l
ズ
の
出
い
が
業
で

あ
け
、
過
ょ
に
い
く
つ
か
の
候
補
地

を
選
出
し
、
地
区
日
収
ひ
地
権
名
と
の

折
衝
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
ε

し
か
し
な
が
・
り
、
墓
地
公
凶
と
い

う
が
業
の
性
格
か
ら
、
川
閃
係
お
の

mh

Mmが
川
町
ら
れ
ず
、
日
体
的
に
な
勺
て

い
ま
せ
ん
が
、
今
後
と
も
、
日
明
地
八
ム
刷

の
泣
成
に
努
h
M
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

議
会
議
員
永
年
勤
続
表
彰

山岡政次氏

6
月

5
日
に
富
山
県
市
町
村
会
館

で
開
催
さ
れ
た
富
山
県
町
村
議
長
会

総
会
の
席
上
、
山
間
政
次
議
員
が
、

初
年
以
上
の
長
さ
に
わ
た
り
議
会
議

員
と
し
て
地
方
自
治
の
振
興

・
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

宅

地

造

成

調
査
実

施
中

例
目
町
は
地
価
が
向
い
た

め
に
い
ほ
ん
色
山
川
地
が
入
手
で
さ

す
‘
住
み
慣
れ
た
町
か
ら
他
町

へ
転

出
す
る
方
が
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
〉

E

』
の
現
状
を
絡
ま
え
、
人
円
流
出
の

歯
止
め
策
ー
と
し
て
．
一
一
刻
J
U
V

く
宅

質
問

砂
住
宅
建

秀
選主 ー←r一一
む ー
申
後
回
団
他

地
造
成
を
行
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
点
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら

れ
る
か
。

答
弁

人
口
定
住
の
促
進
と
快
適

な
居
住
環
境
の
終
的
の
た
め

に
は
、
住
宅
用
地
を
遣
成
す
る
こ
と

は
極
め
て
効
栄
的
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
現
花
、
調
伐
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
リ
、
地
椛
者
の

協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

燥
の
怯
毛
供
給
公
社
と
協
議
し
た
い

日 議会推薦の農業委員

農
業
委
員
の
任
期
は

7
月

四
日
で
満
了
と
な
る
た
め
、

6
月
議
会
定
例
会
で
議
会
推

薦
の
農
業
委
員
と
し
て
、
次

の
方
々
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

鹿

安
正
（
殿
町
）

吉
作
（
上
町
）

大
平

と
考
え
て
い
ま
す
e

質

問

町
民
の
生
命
と
財
産
み
乞
守

リ
、
快
適
な
居
住
環
岐
を
整

え
る
こ
と
は
行
政
の
付
絵
本
姿
柚
妙
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
火
災
に

備
え
、
山
村
た
き
り
老
人
宅
や

一
人
必

ら
し
主
人
宅
の
防
火
体
制
は
ど
の
よ

う
な
現
状
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る

行
政
指
導
を
ど
の
よ
う
に
し
て
お
ら

れ
る
の
か
お
聞
か
せ
願
い
た
い
a

窓
口
弁

寝
た
き
り
老
人
や

一
人
暮

ら
し
家
妊
の
防
火
体
制
に
つ

い
て
は
、
消
防
法
h
Hや
消
防
団
は
に

よ
る
防
火
作
山
沢
法
び
防
火
モ
デ
ル
地

以
を
設
定
す
る
な
ど
、
防
火
チ

よ
ソ

ク
を
毎
年
尖
地
し
て
い
ま
す

ま
た
、
町
内
別
及
び
同
体
別
の
防

火
時
淡
会
’
u
名
地
で
刷
催
し
て
お
リ
、

一
一
般
家
ぜ
の
防
火
意
品
川
は
年
々
向
上

し
、
消
火
終
的
凶
作
品
ほ
ぶ
J
U約
卯
ハ

1

セ
ン
ト
に
な
る
と
維
定
さ
れ
ま
す
v

さ
ら
に
、
山
似
た
さ
リ
老
人
を
抱
え

る
家
庭
に
つ
い
て
は
、
防
火
座
談
会

等
を
通
じ
て
、
火
気
の
安
全
点
検
し
と

名
人
を
一
人
に
し
て
家
を
留
守
に
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
指
導
を
続
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
消
防
行
政
に

探
せ
ら
れ
た
責
務
に
は
重
大
な
ら
の

が
あ
リ
、
今
後
と
も
災
害
弱
者
対
策

に
は
、
也
か
い
目
と
心
配
リ
で
万
全

を
則
し
た
い
と
巧
え
て
い
ま
す
。

－
議
会
だ
よ
り

＠

O
昭
和
引
年
度
朝
日
町
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書

O
昭
和
旧
年
度
朝
日
町
事
故
繰
越
し

繰
越
計
算
書

同
意
の
意
見
、か

答
申
さ
れ
た
も
の

O
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推
薦
す

る
た
め
意
見
を
求
め
る
件

~ il基
町 府

墜さ
誉れ
長た
誉も
長の

選
挙
さ
れ
た
も
の

O
照
東
ム
門
口
用
水
組
合
議
会
搬

H
逃

挙
の
件

請

願
・
陳
情

採
択
さ
れ
た
も
の

O
わ
が
国
農
業

・
農
村
め
将
来
万
向

の
明
確
化
な
ら
び
に
米
穀
政
策
の

確
立
お
よ
び
昭
和
臼
年
産
米
の
政

府
貿
入
価
絡
に
つ
い
て

O
境
簡
易
水
道
施
設
復
元
に
つ
い
て

O
自
家
用
井
戸
水
め
枯
渇
防
止
に
つ

い
て

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

O
県
文
化
財
指
定
に
伴
う
助
成
に
つ

い
て

O
国
家
機
密
法
の
制
定
反
対
に
つ
い

て
O

「
非
核
五
言
」
に
つ
い
て

黒
東
合
口
用
水
組
合
議
会
議
員

し
て
他
わ
れ
て
お
リ
、
産
業
別
、
民

主
用
と
し
一
附
広
い
則
違
が
あ
り
ま
す
ω

近
年
、
こ
う
し
た
商
品
の
小
引
化

が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
新
製
品
が

相
次
い
で
発
売
さ
れ
る
主
ど
、
今
後

J
U
市
開
帽
の
広
が
り
が
ず
恕
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
朝
日
屯
ノず
で
は
現
花
の
月

産
2
億
個
体
制
か
ら

5
億
例
体
制
に

す
る
社
向
を
hv一
て
て
い
ま
す
c

そ
の
た
め
、
収
工
場
燥
地
内
に
日

店
内
を
投
じ
て
約
1
、

9
0
0．十卜刀

γ
め
て
場
を
別
設
し
、
今
年
の
日
月

中
旬
ま
で
い
い
は
傑
裟
を
開
始
す
る
千

本
で
す
。

従
業
員
を
募
集

こ
の
じ
場
刷
泣
計
副
に
作
っ
て
同

社
で
は
、

8
川
か
ら
日
川
ま
で
に
．

ハ
i
ト
タ
イ
マ
ー
を
含
め
約

mlω

人

｛コ一
ぃ
父
凶
作
勤
務
打
、
任
動
向
切
お
あ

り
）
の
従
来
以
を
は
閣
す
る
社
内
で

酒
井

柴
〈
山
崎
新
）

（
藤
塚
）

黒
東
ム
口
口
用
水
組
合
議
会
議
員
の

任
期
は

7
月
話
回
で
満
了
と
な
る
た

め、

6
月
議
会
定
例
会
で
朝
日
町
選

出
の

5
名
の
選
挙
を
執
行
し
た
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

山
間

政
次

住
吉

知イタ啓
勝議二

上 三 下
道枚山

下橋 ’新

藤
田
平
崎

謹居
間畠

f・4 岡田

一－ 
~ノd ・・

一一
一

酔ー－・－一

朝
日
電
．
十
と
は

右
半
刊
の
就
業
機
会
を
明
ゃ
そ
う
と

誘
致
し
た
企
業
で
、
北
陸
電
気
工
業

（大
沢
野
町
）
が
、
金
制
を
出
資
し

て
同
社
で
は
、
附
和

ω年
同
月
会
祉

を
設
立
。
出
小
川
小
学
校
跡
地
や
そ

の
周
辺
約

3

6
、

6
0
0
ギ
力
行

の
般
地
に
第
二
期
ー
し
が
と
し
て

3
、

2
5
0
ポ
H
J
の
一
し
州
場
合
挫
ぷ
し
、

例
年
目
月
か
ら
保
業
を
開
始
し
ま
し

た
現
作
、
受
注
が
順
調
で
、

2
0
0

人
の
従
業
員
で
フ
ル
生
産
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

増

産

~ 

削
伺
レ
仏
、
胡
H
小
地

f
で
中
日
ホ
刊
さ
れ
て

い
る
角
川
れ
チ
ッ
プ
低
抗
総
は
、

ヘ
ソ

ド
ホ
ン
付
さ
ス
テ
レ
オ
な
ど
の
オ
｜

テ
ィ
オ
機
総
や
ハ
ソ
コ
ン
の
級
品
と

す
。
ま
た
、
米
中
称
に
は
新
胤
小
卒
者

を
加
入
杭
度
採
問

1
る
計
踊
も
あ
る

よ
う
で
す
。

こ
の
従
業
員
の
募
集
に
つ
い
て
は
、

魚
津
公
共
職
業
安
志
附
朝
日
分
を
（
E

m
u
0
1
9
8
｝又
は
朝
日
従
子
4

株
｝

（
宮
位
HH
1
7
3
9
｝
に
問
い
ム
い
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

4
同
工
場
で
生
産
す
る
チ
ッ
プ
抵
抗
器

E
E
E
E
E
E竃
E
E
E
E
E
E
E
E巴
E
E
E艶
E
E
E
E
E
E
E
E

回g
g
g
g
g
m
g
g
g盟
関
留
富
岡
町

語
謹
g
8
8
8呂
田
m
m
m
g呂
田
岡
岡

田
銀
捜
部

g
8
8
8四
mm盟
問
宮
町
8
8
m
m

鑓
麹
聾
器
趨
思
思
想
詔
詔
8
8
m
m
m
m

謹
語
g
g
g毘
mm拘
潤
詔
留
岡
町
田
mm

a
g
e
s
s
a
g
m
m
m
m
m
m冨
盟
問
問
回
目

露
器
雑
菌
句
麗
露
霜
溜
留
鶴
田
mm岡町開

銀
総
城
誠
紺
繍
蹴
精

mmmmmmmmm閉
mmmmm四岡町田
町

富
a
g
a
g
a越
mmmm開
甥
周
囲
屈
回
開

題
g
a自
鑓
鶴
田
町
四
mm鶴
間
四
回
鶴
岡
田
開

聾
器
繍
濁
旬
開
mmmmm開
mmmmmmm問問問

現
総
出
縄
濁

mmmmmmmmmm蹴
倒

mmmmmmmmm

藷
語
習
g
g
g自
閉
mm岡町四
mmmm間
何

百
冊
謹
也
mmmmmmmmmmmmm悶
mmmmmmm
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－
み
ん
芯
の
広
場
。

皆
さ
ん
も
一
度
遊
び
に
来
て
見
ま

せ
ん
か
。
古

い
民
具
に
触
れ
る
と
懐

し
い
思
い
出
が

一
緒
に
よ
み
が
え
る

こ
と
請
け
合
い
で
す
。

皆
さ
ん
の
力
添
え
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

やみんなの広場今

！
？、

0
0
0人
ぐ
ら
い
で
す
。

そ
の

う
ら
ゲ
ー
ト
ポ

l
ル
場
を
利
用
し
て

い
る

H
は
、
年
間
約
印
人
ぐ
ら
い
で

す
。
そ
の
ほ
か
に
、
ゲ
ー
ト
ボ

l
ル

坊
の

み
を
初
期
す
る
々
が
年
間
約
2
、

5
0
0
人
ぐ
ら
い
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
当
施
ぷ
利
用
者
に

は
、
優
先
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
・

2
v、
利
川
哨

行
が
少
な
い
た
め
、
中
1
セ
ン
タ
ー
の

付
属
地
ぷ
と
し
て
は
、
製
作
の
一

向

で
充
分
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
よ
り

一
層
日
利
倒
し
て
い

た
だ
け
る
よ
・
7
ド

R
ず
る
な
ど
、

L

た
し
て
い
き
た
い
と
号
、
え
て
い
ま
す

の
で
、
ご

m
m刷
い
ま
す
《

「やまび、こ通信J

に答えて．／

魚 津 龍一

婦人ボランティア

「民具の会」

町長

回聞闇． 

婦
人
民
具
の
会
代
表

狩
谷
笑
子

（追
伸
）

や
ま
び
こ
通
信
に
つ
い
て
、
お
返

事
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
日払
め
よ
－
7
な
も
の
の
安
引

を
間
会
入
れ
て
い
た
だ
き
、
今
日
す

ぐ
に
比
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

で
、
と
て
も
す

っ
き
リ
と
跡
の
安
が

見
え
て
、
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
e

以
は
、
自
分
が
新
し
い
煮
物
を
芯
た

と
き
の
よ
う
に
う
れ
し
く
、
皆
さ
ん

に
け凡
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
し
た
の
で
、

あ
る
良
家
の
人
に
見
に
い
れ

っ
て
く
だ

さ
い
と
話
し
た
ほ
ど
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ゲ
い
ま
し
た
。

建撃を
ち
本
だ

標

買
の

会

実

る
民
す

4
‘
 

．、、

小
丸
山
公
園
の
碑

『
民
俗
資
料
の
保
存

3
婦
人
の
手

で
」
を
テ
！
？
と
し
た

ν
例
日
町
婦

人
ポ
ラ

・
／
テ
ィ
ア
行
成
泌
山怖い
H

を
附

初
日
年
度
に
受
排
し
て
以
米
、
今
年

で
5
年

H
を
迎
え
ま
し
た
の

そ
札
は
、
町
民
の
杵
縦
方
が

提
供
し
て
く
だ
さ

っ
た
山
口
重

な
民
具
を
終
烈
快
眠
す
る
仕

が
で
し
た
。
と
か
く
不
要
な

物
と
し
て
鈴
て

L
ら
れ
が
ち

な
民
具
で
す
が
、
過
ょ
の
庶

民
の
生
前
文
化
や
郷
土
の
歴

史
文
化
が
浴
ん
で
い
ま
す
，

似
た
ち
は
今
、
明
日
町
が
水

年
築
い
て
き
た
生
前
丈
化
や

M
M
史
文
化
を
見
失
わ
な
い
よ

う
に
、
次
の
世
代
へ
し
っ

か

り
と
伝
承
す
る
た
め
、
そ
の

手
が
か
り
と
な
る
民
具
の
将

殿
と
係
本
化
の
作
業
に
懸
命

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
比

た
こ
と
も
な
い

品
物
に
た
め

息
が
出
た
り
、
呼
仏
や
使
間

方
法
に
－
踊
を
悩
ま
し
た
り
と

背
労
し
て
い
ま
す
d

（刊
歳

・
泊）

先
日
、

小
九
山
公
同
に
行
き
、
忠

由
明
附
昨
の
ト
M
を
は
る
と
、
桜
の
・
ポ
が
大

き
く
て
公
同
の
附
の
々
か
ら
し
か
見

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
も

っ
と
広
〈
、

ど
こ
か
ら
で
も
見
え
る
よ
う
に
し
た

ら
ど
う
で
し
ょ
、7
か
“

さ
ら
に
、
品
川
川
L
平
次
郎
き
ん
の
併

も
、
昨
年
秋
に
比
た
時
に
は
、ト
小
の
業

に
縦
わ
れ
て
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
ぞ

品
淵
さ
ん
は
、
山
刷
業
十刀
両
に
尽
く
さ

れ
た
人
と
聞
い
て
い
ま
す
。
町
や
凶

の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た
人
の
仰
は
、

き
れ
い
に
し
て
皆
さ
ん
に
見
え
る
よ

う
に
し
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

小
川
元
湯
へ
の
道
襟

（
刀
歳
・
大
家
庄
）

入
汗
作
山
州
市
%
の
方
か
ら
入
勺
て
米

ら
れ
た
ド
ラ
イ
バ

ー
の
万
が
、
大
家

出
地
内
の
小
川
僑
ぷ
か
ら
大
・
宮
小
山
小

品子
校
を
結
ぶ
県
道
と
の

T
乍
ぃ
父
産
山
…

で
道
に
迷
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
・』

に
小
川

．．
 
ん
似
へ
の
道
路
際
減
が
あ
れ

ば
、
初
め
て
米
ら
れ
た
鋭
此
作
が
迷

・7
・
」
と
が
な
く
な
リ
ま
す

ゲ
ー
ト
ボ

i
ル
場

（
加
歳

・
笹
川
）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
我
れ
ら

老
人
に
と
っ
て
は
惣
い
の
場
所
で
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
l
ル
場
を
充
実
し
て
く
だ

セ
」
い
”

－v

お
答
え
し
ま
す

れ
J
H叶
白
血

h
R
こ
高
田
明
咽

J

z
，J
：A
E
A
J

，zw
、－AA
－r

ご
提
案
の
道
路
案
内
線
減
の
投
出

場
所
は
、
h

父
韮
山
…
附
近
で
あ
リ
し父
泊

安
全
州
か
・
り
の
険
J
を
裂
し
ま
す
が
、

要
哨
の
主
un
は
さ
っ
そ
く
小
川
弘
以

へ
お
伝
え
し
ま
し
た
τ

川
川
泉
側
む
よ
の
問
題
は
，

m知
し
て

－v

お
答
え
し
ま
す

周

辺

を

整

備

ご
裂
叫
ι
の
川
九V
内
小
九
山
グ
ラ
ウ
ン

ド
周
辺
の
山
地
強
仙
に
つ
い
て
は
、

早
述
、

関
係
者
と
協
議
し
て

m
mを

伴
ま
し
た
の
で
、
周
辺
の
下
市
刈
リ

や
肢
の
伐
綜
を
行
い
ま
し
た
。

－vl

お
答
え
し
ま
す

一
面
で
充
分
で
は

当
セ
ン
タ
ー
利
刷
お
は

年
間
約

i
G、
②
｜
⑮
、
③

l
＠
）
、
住
川
、

氏
名
、
年
航
仰
を
記
入
し
て
送
ゥ
て
く

だ
さ
い
。
金
問
正
解
の
人
の
中
か
ら

抽
選
で

3
人
に
テ
レ
ホ
ン
カ
l
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
た
だ
し
、
応

募
は
一

人

一
一辿
と
し
ま
す
。

な
お
、
答
え
の
ほ
か
、
ご
怠
見
や

要
望
、
広
報
係
へ
の
情
報
、
皆
さ
ん

に
知
ら
せ
た

い
悩
制
服
、
イ
ラ
ス
ト
、

治
則
な
ど
を
乃
さ
添
え
て
い
た
だ
け

た
ら
キ
い
で
す
イ
ラ
ス
ト
や
辺
副

主
u
〈
？
き
は
、
単
二
色
で
、
捜
い

山
訟
で
芹
い

て
く
だ
さ
い
。

女
あ
て
先
1
9
3
91
0
7

朝

H

町
道
下
1
1
3
3
番
地

朝
日
町
役

場

内

泌

古
広
報
係

占
R

締
め
切
り

1
8川
同
日

（
同
日
の

消
印
は
む
幼
と
し
ま
す
。）

－
R

前
回
の
川
併
は
、
。
｜
③
、
②

l

o、
③
｜
⑮
で
し
た
。
抽
選
で
ト
し
肝

広
之
一
九
必
）
、

胞
能
川
マ
キ
（
削
別
殺
）‘

悔
ボ
い
し
下

（以
W

ぷ
）
さ
ん
の

3
人

が
当
選
さ
札
ま
し
た
。

トo
リ
何
と
か
し
た
い
と
の
ニ
と
で

し

3
00h初歩・
3
ん
の
舎
一3
6
4
一Q

H円相41年から思案タクシーで運転手をしておられる

長沖－5.殺さんは．今年の4月から，城山を中心とした
国民休養地の自然保護指導員に就任。夜おそくまで仕事を

しておられてつらくないかと尋ねる と． 「好きでやってい

るから．脊労は感じない」とさ っぱり。最近，

ブームを呼んでいる山野草の乱獲に心を摘

めていたところに，この仕事の話が持．い込

んできたので，引き受ける気になったと

か。 「町民の皆さんにぜひ．この議附

しいl県立自然公園とふるさ と歩道を

歩いて．自然を満喫してほしい」

とのことでした。

問

題

①
北
陸
自
動
車
道
は
何
年
に
全
線
開

通
す
る
の
？

＠
附
相
似
年
木
、
⑪
昭
如
刊

ω年
求

。
昭
和

ω年
ト
ボ

②
朝
日
町
が
用
途
地
域
を
指
定
し
た

長 津 一 雄さん

え汐

｜ がんばっています 3 ｜ 

の
は
？

＠

昭

和

珂

千

⑮

昭
和

ω年
、
。

昭
和
制
年

③
従
来
の
都
市
計
画
道
路
は
何
年
に

計
画
決
定
さ

れ
た
も
の
か
？

＠

mM刊
叩
制
作
、
⑪
附
卯
花
年
、

の

り
川

H
H
R
J
W
・ド「

刊
附
「

e
4・
ゅ
d
《

M
l

｛広
報
あ
さ
ひ

6
パ
サ
の
特
集
都
市

計
幽
道
路
t

を
参
附
し
て
ド
さ
い
ご｝

自然保護指導員

〔応
募
方
法
〕

－
R

は
が
き
に
拝
、
え
の
記
号

（例

① 

のてヘ （財）ti inf隊長術館へ。

美術館では．受Hや案内を111.
‘札 「美術のことをも勺と勉

強し て ． お有：械に i1~：1Ji して刈

ってL、ただけるように，また

お約；様が，もう・l定この ~f1j:j

告白へぅ~たいと忠 ・，て いただけ

るよう努めていきた~＇ J と芯

欲的。

きて．今年はぜひ． 「｝J..j主

とi主〈へ旅行にitきたL、。で
きれば」ti初i且カ旬、L、なりとの、こと。事'lJ

グ3てからLi；まくに旅行・した よとがな

〈． や－， !iり｛｜・＇）＇.＇.が ）（・J¥・ですから
と．tiぃ弘の rtこはふさわしくなL、｛と

い寸たら皆さんにしかられるかもしれ

ないが）三葉。とかく税代の行青は”新

人}l({..なんて言葉で表現される とおリ

と忠勺てインタビューしていためにピ

ックリ。

なお． r .!/ ＜海ヘレ＇kぎにfl・ゥて.1）、

£色め則uこ焼きたいejf Jくとすil/;r.
『向。l削低山へ．リボンの付いているカ

ワイイ水着で」と.IJ：の j’らしいλ挺
{, ありま した

II何千1160年 3IJにりふ、／.ffl同等

午絞を今－:tL.. た刊；jカサfき‘
特に訟を鋭賞するのが好きな

山？
崎｛
講和字
お美み
さ さ
ん

こんにちは

Q匂《~$§ゐ

やみんなのべ－シ”や

＊血液型

円’！？

＊星座名

11Jfl¥ 

合主宰 味

良術観賞

＊家抜構成

父.J{J: ・ 兄 ・ 必 ・ 侃博の 6 人家／j~~

＊勤務先

11!1 ) ti i”I隊長術館

友

達
と

旅

行

に

行

き

た

－
昭
和
白
年
8
月
号
。



患
凸
包
＠
回
虫

． 

⑦ 

朝
日
町
誌
歴
史
編
か
ら

ん日
崎
党
と
木
曲
目
、義
仲

r‘『

邑

崎

』4
>t, 

川引
…
点
火
L
L
と
し
て
引
い
山
物
川
に
あ

ら
わ
れ
る
の
は
ぶ
い
仙
の
州
々
で
あ
る
。

（
引
け
附
太
郎
、
山
内
附
：
・
郎
、
人
普
小

太
郎
行
革
（
安
家
）
、
佐
美
氏
、
南
保

次
郎
家
時

（別
府
次
郎
ゐ
屯
）。

U
A
h
A
 

中
I
M川
の
式
上
は
本
円
の
地

（本
籍

，
h

．，A
q
L
 

地
－
の
地
れ
を
と

勺
て仲
川
チ
と
す
る

よ
と
が
多
か

っ
た
か
ら
、山
U
崎
氏
は

山
川
崎
付
、
財
保
氏
は
い
附
保
村
、
人
並
口

氏
は
人
ぷ
日
付
、
佐
味
氏
は
佐
昧
郷
内

の
ど
こ
か
の
山
身
で
あ
ゥ
た
ろ
う
。

し
か
も
山
崎
太
郎
に
と
っ
て
、
ぷ
附

似
次
郎
は
そ
の
弟
で
あ
リ
、
人
普
小

太
郎
は
そ
の
嫡
子
で
あ
っ
た
。
し
て

み
れ
ば
彼
等
は
み
な
同
校
で
あ
リ
、

山
附
氏
は
川
朕
を
結
集
し
て
品
川
力
な

山
崎
党
を
情
成
し
て
い

た
－
」
と
が
わ

か
る宮

崎
党
と
石
黒
党

J
H
J
r
ν宍
f
aし
ゃ

づ
い
r
・t恥
叩
五

H
B

汁

N
‘
h
y
H
t
a
3
1

M
L
A

‘
九
件
4

・1
”
」

に
は
、
催
中
式
上
の
む
わ
が
－
↑卜
名
あ

ま
り
出
て
く
る
が
、
そ
の
苗
字
に
よ

あ
な
た
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
動
は
何
も
縦
し

い
こ
と
で
は
な
く
、
「
似
た
ち
山
内
切

の
手
で
住
み
よ
い
地
減
社
会
を
築
こ

う
」
と
い
う
意
ぶ
さ
え
あ
れ
ば
だ
れ

に
で
も
で
き
る
活
動
で
す
。

ふくしの窓

‘，JP
、4re
、，rt、ytaJtAytr
、y
t
7
色、骨骨

勺
て
山
身
地
を
批
正
し
て
、
ニ
れ
を

地
問
L
L

に
記
し
て
ゆ
く
と
、

K
川
妙
な

こ
と
に
気
が
つ
く
。
そ
れ
は
、
栃
一
械

部
阿
端
部
（
ナ
仙
然
党
）
と
新
川
郡
東

端
部
（
山
川
崎
北
）
に
偏
ル
忙
し
て
い
て
、

hr
川
也
市
こ
立
准
’
u
ト
口
ら
ず
、
何
人
l

s
i
l
i
－

－

u

J

i

－

ペ

ー

に
な
ゥ
て
い
る
ニ
と
で
あ
る
そ
の

こ
ろ
の
組
中
九
七
体
の
式
上
の
数
は
、

二
十
名
位
で
な
く
、
a

一
千
名
も
三
T

名
も
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
思
う
に

・本的
H

義
仰
が
叫
l
中
本

J
減
の
蹴
上
げ
し

た
時
、
越
中
武
L
L

の
大
品
川
H

は、
「
い山拭

え
た
り
と
い
え
ど
も
・
仇
！
家
の
拙
W
N
い

ま
だ
侮
る
べ
か
ら
ず
、
本
的
に
加
判

し
て
若
し
敗
北
し
た
ら
取
リ
返
し
の

つ
か
ぬ
没
挑
め
運
命
に
陥
る
。」

と
あ

や
ぶ
ん
で
日
制
比
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
。
し
か
る
に

μ
m…
党
と
ん
川
崎
党
は

木
曽
義
仰
い
巡
へ
叩
を
附
け
て
、
敢
然

と
し
て
こ
れ
に
加
判
し
た
そ
の
結

来、

一
心泌
は
木
竹
の
大
勝
利
と
な
っ

た
が
、
間
も
な
く
淑
頼
朝
、
義
絞
ら

に
叩
か
れ
て
本
山
は
没
涼
し
、
合
わ明…

党
e
u
－
一
川
崎
党
も
雌
伏
せ
ざ
る
を
仰
な

く
な
勺
た
。

制m
・十
A
H
峨
よ
り
約
間
十
年
お
く
れ

て
、
，

m久
の
安
が
お
ニ
る
が
、
こ
の

時
も

μ
m一…党
・
山
崎
党
は
川
給
し
て

京
十
刀
（
下
十
八
主
ん
）
に
つ
い
て
北
条
万

賊
軍
と
戦
い

、
敗
れ
L
る
。

こ
の
両

党
は
‘
帥
邸
中
川
め
い
米
両
の
両
織
に

い

な
か
ら
、
こ
の
よ
・
7
に
附
く
川
枯
し

た
の
は
は
ポ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
ω

ぶ
mM
略
系
図
は
、

、。倣
平
山
肌
哀
記
」

や

寸三
州上芯
」
に
よ
勺
て
作
製
し
た

む
の
で
あ
る
。
勝
以
利
仁
は
平
安
小

矧
の
飢
～
…
ザ
附
将
叩
午
、
従
問
ル
ト
。
父

止
機
．A
L
I
－－べ
。
咋ゅ
よ
袋
町

A川
η
・4
0

1
1
1
H

i

l

l
a－
－

：

t
 

技
引
の
会
政
有
仁
の
女
蛸
と
な
り

摂
関
家
に
仕
え
、延
喜
七
年
（

9
1
5

年
）
鎮
守
山
刑
将
半
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

卜
肝
の
一
品
川
胤
山
で
点
澗
酬
を
線
以
称
し
た

併
協
数
「
人
を
川
時
を
則
い
て
ポ
山

し
、
武
略
天
下
に
と
ど
ろ
い
た
。
「今

昔
物
語
集
」
の
中
に

「
利
仁
の
卒
が

ゆ
」
の
話
が
あ
り
、ト
伺
名
で
あ
る
。

経
中
の

μ
則一…
氏
と
広
崎
氏
は
、
こ
の

利
仁
将
市
の

f
係
で
あ
る
と
い
う
。

兵
%
で
あ
る
か
汗
か
は
不
明
で
あ
る
。

段
構
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
宮
崎
氏
や
お
引
…
氏
が
こ
の
系
却

を
仰
い
い
じ
て
お
れ
ば
よ
い
ゐ
の
で
あ

リ
、
そ
こ
か
ら
同
結
が
や
れ
る
の
で

H為

什「fl: 店街
II 限必
二：大太

越 ｝JU 総
1j1 t（前

似
た
ち
の
伶
ん
で
い
る
地
城
を
、

今

一
一
度
比
わ
た
し
て
く
だ
さ

い
U

お

年
街
り
や
休
め
不
自
山
な
入
、
父
子

家
庭
、

吋
チ
家
庭
な
ど
、
何
か
附
っ

て
お
ら
れ
る
人
が
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

阿
っ
て
い
る
人
に
は
、
点
心
を
も
っ

て
進
ん
で
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ

い
。
「
こ
ん
な
こ
と
だ

っ
た
ら
、
私
に

も
で
き
そ
う
ど
」
と
思
う
こ
と
が
必

ず
あ
る
は
ず
で
す

さ
あ
、
み
ん
な
で
一
緒
に
予
を
取

り
合
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
愉
を

広
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

マ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の

問
い
合
せ
や
相
談
は
、
町
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
朝
日
町
社
会
偏
祉

協
議
会
内
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募

集

特
別
接
投
在
人
ホ
ー
ム
「
街
磯
錫
」

で
は
、
老
人
の
話
し
相
手
や
オ
ム
ツ

~＂＇ ~~ 6月28日（ 8 ）に町教育文化会館で約

300人が参加して． 第 9 同朝日町~；.i ti~団体

スポーツ犬会が削m：され，児童 ・ ~人 ・

身障者が一体となって．ピーチポールを

2人ではほに挟んて”誕ぷ二身同体など11

的自の競技を楽しみました。

た

た

み

な

ど

日

中

勺

シ

飲

し

「

。

資
川
り
さ
ん
だ

が

予

・
を
制
円
引
い

ん

急

り

物

実

・

・

け

で

は

下

が

さ

応

。
な

呉

を

や

川

起

り

ず

、

た

皆

・
た

に

’

ど

る

れ

し

ル

方

な

す

い

へ

ん

困

っ

会

さ

ま

デ

び

万

催

て
い
ま
す
。

人

選

掛

び

モ

運

せ

開

財

受

尚

子

が

の

さ

忙

し

い

主

婦

の

を

を

い

人

出

自

で

も

で

き

る

区

会

万

五

た

き

6

地

習

仕

お

れ

叶

H

川

仕
が
で
す
。

協
悦
噌
捕
の

・
お

の

H

あ
な
た
の
子

・
法

必

は

た

ム

n

は

削

除

必

介

で

や

場

区

を

お

代

日

し

く

南

肴

や

会

換

だ

。

地

だ
さ
い
。

・

庭

識

習

交

ん

た

崎

泊

家

知

識

ツ

込

し

富

毎

週

火

附

赤

の

一

み

ま

h
v

H
と
全
山
町
目
、

1
1
1
1
1
1
1
11
1
11
1
1
1
I
l
l
i－
－

1
1

午
後
2
時
か
ら
。
川
に
一
度
で
も
紡
の
財
似
の
伴
保
が
大
き
な
ぷ
姐
と
な

備
で
す
。
詳
し
く
は
、
町
ポ
ラ
ン
テ

っ
て
い
ま
す
。

ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（朝
日
町
社
会
悩
祉
そ
こ
で
当
協
議
会
で
は
、
今
年
度

協
議
会
内
宮
前
1
0
5
7
6
）
へ
。

か
ら
新
た
に
篤
志
家
並
び
に
法
入
金

業
の
万
々
か
ら
佼
助
会
円
以
を
募
る
－
』

と
に
し
ま
し
た
。
賛
助
会
代
は
一

u

（
i
、
0
0
0
円
）
以
上
と
し
、
募
集

は
8
月
上
旬
か
ら
始
め
ま
す
。
各
位

の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

社
協
事
務
局
（
官
邸
”
0
5
7
6
）へ
。

寸
山
崎
氏
・
：
市
川
隊

・
入
伴
氏

イi

氏
光；山i
Ni 
水・
巻 'l!f・
面）1[.

ちM

社
会
福
祉
協
議
会

賛
助
会
員
を
募
集

町
社
会
一
似
祉
協
議
会
め
が
業
は
、

会
陛
併
か
ら
の
会
代

・
山
円
小
社
協
や
町

か
ら
の
補
助
金
、
れ
募
金
か
ら
の
い
父

付
金
や
事
業
受
託
金
、
善
意
の
寄
附

金
等
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

福
祉
を
と
り
ま
く
状
況
は
大
変
厳
し

く
、
一
怖
祉
事
業
を
行
っ
て
い
く
た
め

先
川
号
で

「内
見
岳
」
の
読
み
方

に
つ
い
て
記
殺
し
た
と
こ
ろ
‘
い
ろ

2

ん
な
打
々
か
ら
品
川ん
を
い
た
だ
き
ま

ご

し
た
。
あ
リ
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

Js－
 

さ
て
、
「
白
鳥
」
に
つ
い
て
は
、

法
古
の
白
馬
岳
の
稜
線
に
現
わ
れ
る

と

’’aq

・

砂
代
か
さ
・
比
内
向
の
有
形

（
4
月
下
旬

ひ

か
ら
5
月
中
旬
）
に
山
米
し
、
か
っ

ヲ

て
川
れ
人
は
こ
の
代
的
の
勺
形
で
必
桃

ぺ
－

則
を
知
リ
、
「
代
・
向
山
」
と
呼
ん
で
い

EZ

た
の
が

「
郎
防
岳
」
と
な
っ
た
と
い

町

う
の
が
定
説
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
こ
の
ほ
訟
が
従
来
し
た
昨

び
れ
の
変
避
で
す
が
、
川
川
上
地
剛
川
院

の
前
身
で
あ
る
陣
地
洲
町
凧
部
に
よ
る

調
査
が
、
明
治
初
年
、
出
年
‘
担
年

と
あ
り
、
初
め
て
「
門
馬
岳
」
の
山

名
が
地
問
に
明
－M
比
さ
れ
た
の
は
、
大

正
2
年
に
作
成
さ
れ
た
地
形
凶
だ
そ

う
で
す
。
そ
の
後
、
附
利
時
代
に
な

町
政
施
行
列
周
年
を
記
念
し
て
発

リ
、
登
山
容
や
ス
キ

l
容
が
往
来
す

行
し
た

「朝
日
町
誌
」

も

残

り

わ

ず

る

よ

う
に
な
る
と
、読
み
や
す
い

「ハ

か
と
な
り
ま
し
た
。
朝
日
町
を
見
直

と

ク
パ

」
と
立
円
読
み
す
る
人
が
凶
唱
え
、

す
手
だ
て
と
し
て
、

ご

附
初
出
年
に
神
域
村
と
北
城
村
が
ム
門

町
誌
を
読
み
ま
せ
ん

川附
し
て
村
政
が
ス
タ
ー
ト
す
る
際
、

．．
 
，

h
t
’
 

か
。
町
誌
を
購
入
し

4

観
光
立
村
を
日
指
す
村
は
、

「
白
鳥
」

た
い
人
は
、
役
場
総

と

を
村
の
名
前
に
し
た
よ
う
で
す
。
さ

務
課
秘
書
広
報
係
へ

少

ら
に
、
昭
和
必
年
問
月
に
大
糸
線
の

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

い川

村
岡
濃
附
γ
谷
駅
が

「
白
偽
駅
」
に
改

（宮
幻
un－
－

0

0

0

名
さ
れ
た
た
め
、
「
山
田
川
岳
」
を
「
ハ

内
線
2
0
4
番
）

長

ク
パ
ダ
ケ
」
と
汗
読
み
に
す
る
人
が

置

ま
す
ま
す

mえ
た
よ
う
で
す
。

ー

と
も
あ
れ
町
民
の
持
さ
ん
に
は
、

止
し
く

「
し
ろ
う
ま
だ
け
」
と
呼
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
る
。

義
仲
に
味
方
し
た
理
由

．れ
恨
…
氏
が
木
・
伯
園
地
仰
に
味
方
し
た

の
に
は
聞
出
向
が
あ
る
の
け
快
紀
の
中

ご
ろ
、
“
男
氏
の
山T
M
U
M
刊
波
ぷ
織
は
、

康
平
5
年
（
1
0
6
2
年
）
に
源
相
義

に
従
ヮ
て
奥
州
の
前
九
年
の
役
に
従

川
県
し
、
勲
功
を
仙
ん
で
い
た
と
石
川
百
…

治
川
氏
所
必
の
行
中
川
系
凶
に
記
さ
れ

て
い
る
い
ま
た
捷
利
2
年
｛
I
l
a－

年）
2
月
、
川
町
義
仰
が
店
時
限
定
前
（
が

皇
…
庄
土
者
の
武
士
｝
を
石
墨
…
庄
弘
瀬

村
．
ト
寸
職
に
任
じ
て
い
る
こ
と
で
も
、

μ
川
氏
と
似
氏
と
の
従
前
か
ら
の
私

び
つ
き
を
・
r
小
し
て
い
る
u

こ
の
よ
う
な
が
怖
か
・
り
．
I
H
m
…
氏
は

間
放
宮
崎
氏
を
誘
っ
て
木
曽
義
仲
の

政
上
げ
に
加
判
し
、
平
家
の
ト
〈
単
に

ぶ
つ
か

っ
た
の
で
あ
る
。r・ 『司R．． 

c. ム ・ー・ E

理署·~軍吉 ・‘・ l

u
m
a
町
誌

企病人の動かし万を習う参加者

寄りがとうおたたかい志

。朝日町移動，n;業組合さんから

10.000阿

部，220円

＠ 朝日町善意銀行

( 6月II日～ 7月10日）

。とく名さんから

－
ま
ち
の
歴
史

⑪

ー『，
ιー

と

iま
② 

世
繕
更
生
資
金
の

ご

利

用

を

低
利
で
資
金
ガ

借
り
ら
れ
ま
す

こ
の
制
度
は
、
収
入
が
少
な
い
た

め
に
苦
し
い
生
活
を
悔
い
ら
れ
て
い

る
い
刀
々
に
対
し
て
、
新
し
く
が
業
を

拍
め
た
り
、
店
舗
を
故
遺
し
た
り
、

住
宅
の
増
改
築
や
チ
弟
の
修
学
あ
る

い
は
病
気
療
養
の
た
め
の
資
金
な
ど

を
低
利
で
お
貸
し
し
、
生
活
の
安
定

を
計
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で

す
。借

り
た
い
場
合
は

あ
な
た
が
住
ん
で
お
ら
れ
る
地
域

を
拘
当
し
て
い
る
民
生
児
段
委
U
、

ま
た
は
町
社
会
制
祉
協
説
会
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

貸

付

利

率

は

年
3
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
た
だ
し
、

据
置
期
間
中
及
び
修
学
資
金
は
無
利

チ
で
す
。

償

還

の

方

法

は

元
金
均
等
償
還
で
月
販
を
原
則
と

し
ま
す
。

連
帯
保
証
人
は

原
則
と
し
て
親
族
三
親
等
内
の
人

が
1
名
必
要
で
す
。

83 
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生活必需品価格

450～650 

135～158 

258～298 

480～485 

225 

160 

170 
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｛配達 ・18t) 

P ガ
(I『Tl')

所則沈

｛中科：洗剤・：J50mt)

ティ y シ－＂・ペ ー パー
(400枚 ・紙知人1))

品iト イレ γ トペーパー
（自主紙ロール ・4llAI組）

食

J'ilj 

－ 

，， 

ス

． 
／ 

／ 

、E

フ月分調査

（紛宛 ・lt ) 

（普Afl品・ 6炊 I~』 ）

ーガリ

(450 g . 1 1f1) 

よヲ

(1.se.ピン人）

食｜サ （I: eピf人）
とう

（もめん ・lri 
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し

し工

日

用

］面玄属反i孟〈
ミョウガ

桂川特産・の iョウガも今が'i1J。

ノト凶は.'11Jのl沫を生かしたミョウガ

のおいしい食べ方を紹介しましょう。

なお，今臨lは朝日町食’十:il;c女持推進

協議会会長の~jij川ぬひ（犬家11: 宅枚橋）

さんに協力していただきました。

圃ミョウガとオクラのとろろ風

(Mサイズ ・10制1

（普j酌111'1 • I kg¥ 

r f千3鴎品 ・ikι｝ 

，~出品ゴ同｝
人

t普通，f:,・ I kg) 

講評
石油製品，日m品.till工食品と も横ばい. ~主鮮食
品は全体的に安依ないし繍ぱいで推移しました。

ホット求人情報
隻耳E
求人事車種 年齢

賃金 住
捻it犠所援用 資格経験

番号 （万円｝ 耳目 入量 免許等

1 自動像機 25-40 II.?- 男
鱗日町 蓄量4'.

監縫う監務 大家庄 3 健康な方

2 製材工 18』 44 10.5-17 .5 

” 
朝日町
3 不問東軍事事T

3 自動車 35-50 12.0-14 .0 列
朝包町 不問

飯宛員 機~ l 自動車免併

4 製缶工 18-40 9 o- !I} 
朝日町
1 不問

有〈野

5 製造 30-45 10.3- 女
制自由I
4 高卒，不問

筏能耳龍 大宮駐在

6 店 員 18～30 10 0『 女
朝日町 t!i卒
荒川 2 普通免鈴

7 袋詰エ 『 55 10.0- 女
朝日町

I 不問
宮崎

8 紡車置係 -45 9.6- 女
朝日町
2 不問

平高官

． 
く
ら
し
の
情
報
室

崎 し〈は魚津公共融安定所朝日経 （tt82-0198）へ＠

idil 
I 298～598 

115～135 

）前Jl!t
平均

130 l'J 

( 0) 

942 
( 0) 

58~ 
( 0) 

225 
( ()) 

150 
(-2) 

160 

1 り｝

170 
（十 Rl

271 
( O) 

482 
(- 4) 

459 
( 60) 

80 
（ト l) 

229 
( 0) 

375 
( 0) 

172 
(+ 3) 

125 
（ー 2)

150 
（ー12)

305 
(-49) 

159 
(-18) 

316 
(+81) 

;fl I 
I 228～230 

348～398 

148～188 

80 

l勾

－ 

A‘ 

肉

日H

Jr." 

？九、

｛中l勾i,l,,・IOOg)

、，
 

avz、
ー（
 

( '11肉もむ・ JO（）耳

ー

’
 

f. 

キ

時
称
｜
ド

却
吻

生

島章

省司
nn 

『不
妊
症
』

8月のけんこう

正
常
な
性
生
活
を
送

っ
て
い
て
、

2
1
3年
以

上
妊
娠
し
な
い
状
態
を

不
妊
痕
と
コ
い
ま
す
。

正
常
な
性
生
前
を
過
ご
し
て
い
る

場
合
に
妊
娠
す
る
本
は
、

i
年
以
内

に
約
ω
%
、

2
年
以
内
に
加

1
卯
%
、

3
年
以
内
に
約
卯
%
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
以
前
は
、

3
年
以
上
妊
娠
し

な
い
場
合
を
不
妊
政
と
し
て
治
療
の

対
象
に
し
ま
し
た
が
、

駄
近
で
は
、

初
任
中
が

2
年
以
内
と

3
年
以
内
で

あ
ま
り
法
が
無
い
こ
と
や
、

仙
川
町
年

齢
が
い
付
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
々
砲

し
て
、

2
年
以
上
妊
娠
し
な
い
場
介

に
は
検
査
を
勧
め
て
い
ま
す
。

近
年
、
作
1
．
併
や
削
刊
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
に
汀
い
、
．
小
川
虻
・
抵
の
検
作
法

や
治
療
法
が
飛
時
的
に
進
歩
し
、
妊

娠
率
も
上
舛
し
て
い
ま
す
。
泊
病
院

か
陀
時
人
科
で
も
不
妊
紘
の
険
査
や
治

療

｛
人
け
校
新
等
）
を
行
っ
て
い
ま

す
。
不
好
で
お
悩
み
の
ト
刀
は
、
恥
か

し
が
ら
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

朝
日
町
立
泊
病
院
産
婦
人
科

医

師

栗

栖

久

宣

自
の
健
康
児

次
の
－
M
々
が

「仇
闘
の
健
康
児
」
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

保
育
所

（き
く
組
）

境

ぷ

山
似

合
、
広
川
明
首

宮
崎

加
総
呉
氏
m

f
、
必
義
あ
ゆ
み

笹
川

妖
持
出

泊
東
部

制
一
川
w
m
l川
、
は
川
純

f
、

駄
山
川
行
泊
中
部
松
附
が
ぶ
郎
、

加
鋭
的
章
、
十
日
川
琢
也
、
比
嘉
愛
里
、

末
仁
麻
衣
、
水
島
政
H

仰
、
仙
名
腕
前
、

水
品
口
、
長
谷
川
未
来
、
柳
沢
周
忠

100～200 

148～180 

300～348 

259～377 よ

‘Y 

喜長

食 I(;f 

口 令

nu キ
…
泊
南
部
品
川
似
品
山
大
、
制
怖
心
、
水

ゅ
J
尚一「．・
br
川
H
O
f
、

K
叫

1
1
t、

リ
J
’
j

－

ー

ら

F

J

1

i
｛

…
件
上
ゆ
か
り

桜
町
ド
川
崎
刊
也
、

一
山
千
大
地
、
山
花
依
火
、
市
郎
出
入
、

…
河
村
即
日

f
、
凶
山
州
岳

西
部

仏

川
敏

一

南
保

市
十
聞

．
笑

小

川

…
仙
名
慎

一

山
崎

稲
術
誌
、
小
沢

一
学
、
水
U
紅
釆
円
、
大
井
直
子

大
家

…
庄

水
野
社
よ
、
ほ
木
出
ケ
入
、
佐
波

一
他
成
、
鈴
川
M
仰
向
、
紙
上巾
M
N
絵
美
、

…
治
水
必
化

小
学
校

（
6
年
生
）

一
泊

．中γ
以
w
m
J川
、
大
谷
正
、
尼
崎
晃

一
此
、
折
谷
ム
ハ
ハ
紀
、
絵
附
山
手
、

・仏
川

一
徹
、
畑
瀬
村
尚
、
柄
井
爪
入
、
折
谷

一
法
一
司
、
寺
崎
泰
、
氷
見
陥
輔
、
藤
削

一
真
澄
、
九
岡
加
奈
子
、
松
沢
友
美
、

い
堀
内
栄

五
箇
圧

南
戊
博
志
、
高

…

島

正

茂

山

崎

K
山
義
人
、

l
aa小

…
和
仁
、
山
本
来
G
－

大
家
庄

市
林
川

一
猟
花
、
同
川
此
心
、
河
本
的
、
河
川

…
“
日
公

f

朝
日
中
学
校
（

3
年
生
）

．
水
品
茂
点
、
峨
川
勝
躍
、
加
総
武
h
h

心、

…
揃

M
．尚
、
高
木
武
陣
、
紙
片
出
出
、

一
松
附
本
州
、
数
家

f
H州、
．以
作
此
子
、

一
佐
一
ぬ
此
京

…愛

の

献

血

協
力
者
名

6
月
実
施
分

…
宮
崎
地
区

松

本

以

f
、
火
山
保
ハ
ル

一
イ
、
必
義
立
美
チ

泊
一

区

近

江

…
嶋
、
怯
本
久
市布
、
山
本
功
、
総
体
寛

一
治

泊
二
区
人
川
作
止
、
同
ふ
政

一
必
、

m山
．
八
、
川
総
久
夫

f
、
州
側

一
山
県
徒
、
深
松
加
＋
門
小
山
心
、
船
木
正
之
、

…
長
井
文
人
、
守
崎
愛
チ

泊
三
区

一
米，
K
－V
正
、
臨
時
凶
弘
、
山
内
本
桁
洋
、

…
佐
純
正
乃
勝
、
岡
崎
紀
隊
、次
長
校

f
、

一
金
山
氏
希

五
箇
圧
地
区

千
野
康

…
附
南
保
地
区
殿
村
ぃ
忠

f
、
近
必

一
純

f

山
崎
地
区

長
山
附

一
、
仙

…
ゃ
れ
山
久
大
家
庄
地
区

水

肝

判
u

渉、

．
大
久
保
人
司
、
水
川
川
点
紀
子
、
出
水

…
税
明
、
前
川
柑
郎
、

小
川
尚

f
、
山
崎

一
陸
、
上

円

凶

敏

嗣

（

泌

名
）

…
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
だ
。

かつ

・ミョウガのゴマ味噌和え

作り方

①ミョウガはI孟を

少量人iLてゆでて

水にさらし，千切

りにする。

②ゆでた．なす ・

さやえんど合等と合わせ．ゴマ味噌で

相える。

自lみの昧をつけ，

J設立ったゆ？に， ミョウガを人il. 

Jjpでとじる

その他． ミョウグの保存食として，

l"il：付け，こうヒ付けがあります。また

てんぷらや中IJ身の付け作わせもおつな

l床です。

一一一一一一一．

・ミョウガの卵とじ

作り方

①ミョウガの下切

りをI／＜.にさらす。

②だしi-1→にしょう

ゆ・j昆・みりんで．

作り方

①ミョウガを務〈

小11-l;JJりにする。

②オクラをき っと

t弘を入れてゆで守

水にさらして小口

切リにする。

③ミョウガとオクラを iJ.~ぜイトせ，

おぶしをかけ．機りつける。

＠しょう l’bをつけて食べる

吋町
民

冷
蔵
庫
の

～4
口
（

過
信
／

k

（
与
や

7
＼

夏
は
食
中
毒
の
発

て

生
し
や
す
い
季
節
で

す

食

中

毒
の
発
生
要
因
に
は
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
冷
蔵
庫
の
の
過

信
ω

に
よ
る
食
中
毒
が
頻
発
し
て
い

ま
す

『冷
城
山
に
入
れ
れ
ば
、
食

品
は
い
た
ま
な
い
し
、
ま
し
て
食
中

心
な
ん
て
：
：：
L

と
思
わ
れ
る
小
々
が

多
い

と
思
い
ま
す
が
、
冷
却
施
席
は
、

絶
対
に
安
全
な
場
所
で
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。と
こ
ろ
で
、
腸
炎
ピ
ブ
リ
オ
な
ど

食
中
ぷ
を
引
き
起
こ
す
細
菌
は
、
気

出
畑
山
皮
を
組
、
え
る
と
徐
々
に

mu釈
を

始
め
ま
す
。

5
位
以
ド
な
ら
ま
ず
安

心
で
す
か
ら
冷
必
附
の
中
は
、
常

に
叩
皮
以
．
ト
に
似
つ
、
』
と
が
大
切
で

す’。
そ
の
た
め
、
以
功
、
特
に
一
注
意
し

た
い
の
が
冷
必
州
の
ド
ア
の
開
聞
で

す
一
位
冷
械
附
を
聞
け
る
と
、
防

内
の
溢
度
は
グ
ン
と
上
が
り
ま
す
ι

実
験
に
よ
る
と
、
外
の
気
温
が
目
度

の
と
き
で
さ
え
、
ド
ア
を
叩
秒
聞
け

て
お
く
と
、
州
内
の
川
畑
庄
が

5
皮
J
U

上
が
る
そ
・
7
で
す
。
「
何
を
出
そ
う

か
？
」
と
ド
ア
を
聞
け
て
今
え
て
い

る
数
秒
の
川
に
、
制
的
か
じ
わ
り
じ

わ
リ
と
出
動
を
始
め
て
い
る
か
む
し

札
ま
せ
ん
。
ド
ア
の
開
聞
は
で
き
る

だ
け
回
数
を
減
ら
す
と
と
ら
に
、
聞

け
て
い
る
時
間
も
短
く
し
ま
し
ょ
う
‘

紙
上
交
換
コ
ー
ナ
ー

間
い
A
い
わ
せ

・

ω・
し
込
み
は
、
総

務
ぷ
広
鰍
係
へ
。
ま
た
、
「
必
り
た
い

む
の
」
や
ー
や
小
め
た
い
も
の
」
が
あ

れ
ば
、
同
じ
く
広
報
係

（
宮
邸
1
1

1
0
0
内
線
2
0
4
番

）
ま
で
知
ら

せ
て
く
だ
さ

い
。

とき

．一一一一一一一
このコーナーでは，郷土の“うまいも

ん”を紹介しています。うちではこう

している．こうすればもっとおいしい

というものがあれば教えてください。

－
昭
和
白
年
8
月
号

＠



県
大
会
成
績

県
実
業
団
陸
上
競
技
選
手
術

大
会

（
6
月
比
目
、
空
港
緑

地
陸
上
続
技
場
）

マ
一
般
館内了

。
4
0
0
μ
－
位
笠
原
対
人

。
5
0
0
O
U

2
位
伊
総
政
博

。
1
6
0
0
ン
リ

レ
l

2
位
笠
原
寿
人
、
前
原
五
輪
雄

伊
藤
政
博
、
会
田
貢
司

。
砲
丸
投

（
ω歳
以
上
）

3
位

村

上

彰

マ
一
般
女
了

。
3
0
0
O
U

3

位
符
川
恵
下

県
高
等
学
校
定
時
制
陸
上
競
技
選
手

権
大
会

（
6
H幻
目
、
空
港
緑
地
階

上
競
技
犠
）

マ
女
子

。
2
0
0
H
V
3
位

桜
山
敏
チ

。
4
0

0

V

3
位
田
辺
幸
技

。
8
0
O
HM

－
位
沢
岡
地
江

（全
同
大
会
出
場
、

8
月
M
日
i

日
目
、
東
京
国
立
競
妓
場
｝

。
3
0
0
o
v

l
位

池

田
秋
子

（
全
国
大
会
出
場
）

2
位
・
鈴
木
恭
チ

（
全
国
大
会
出
場
）

。
4
0
0
γ
リ
レ
ー

3
位
佐
藤
恵
子
、
藤
木
由
佳
里

藤
田
美
鈴
、
藤
田
敏
子

（
以
上
泊
高
校
）

県
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
大
会

（
6

月
幻
目
、
高
岡
市
城
光
寺
陪
卜
競
技

場
）
マ
女
子

M
的
被
本
樹

本
町
山
崎
rr

覧

。
1
0
0
幻

初

ぷ
以
上

l
位

内

沢

悦

チ

第

1
回
農
協
共
済
綱
引
大
会

（
6
月
幻
目
、
滑
川
市
総
合
体
育
セ

ン
タ
ー
）

マ
ル弘子

l
位

ぃ陶
保
マ
マ
さ
ん

（
全
国
大
会
出
場
、

2
月
刊
ω
日、

東
京

・
国
技
館
）

卓
球

・
国
体
県
予
選

（
6
月
お
日
、

県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
）

マ
壮
年
女
子

l
位
上
島
恵
子

（国
体
出
場
）

ー一品

朝
日
町
か
ら
3
選
手

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場

8
月
、
札
帆
市
で
刷
俄
さ
れ
る
第

ω回
全
一附
高
校
総
体
に
、
制
日
町
か

ら
次
の

3
選
下
が
出
場
し
ま
す
。

マ
陸
上
1
0
0
μ
J
ハ
ー
ド
ル

泊

刈

校

清

水

守

（向
脇
町
）

マ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル

桜
井
必
校
山
手
郎
彦
（
桜
町
）

マ
な
山
魚
津
高
校

小
林
明
徳
（竹
の
内
）

下
新
川
郡
民
体
育
大
会

（朝
日
町
選
手
成
績
、
優
勝
の
み
）

一
般
の
部

マ
崎
式
庭
球

｛
男
子
）

朝
日
町
テ
ニ
ス
協
会
A

マ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）

泊
ク
ラ
ブ

マ
山
ト
球
男
子
（単
）

女
f
（単
）

－
ま
ち
の
う
ご
き

＠

マ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

女
チ
（
尚
中
）

福
地
睦
英

（』弘子）

向
山
河
ク
ラ
ブ

（出力
チ）
エ
ク
ス
プ
レ

ス

マ
新
体
操

団
体
側
人
総
合

児
貨
の
部

マ
柔
道

。
小川子
2
年
の
部

。
小
学
3
年
の
部

マ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

朝
日
ム
中
学
校

佐
渡
兵
希

マ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

南
茂
弱
気

山
田
光
仁

マ
陸
上
（
男
チ
）

。
1
0
o
y

。
2
0
0
灯

。
5
0
0
O
HM

中
学
の
部

マ
野
球

朝

日

中

学

校

マ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
朝
日
中
学
校

マ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）

朝
日
中
学
校

マ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
）

明
日
中
学
校

マ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
閉山子
）

同

体

制

日

中
小’絞

個
人
（
単
）

野
田
幸
之
助

偶
人
（
複
）
谷
円
忍
・名
越
知
川
史
組

マ
卓
球

｛男
子
）

個

人

（

酬

と

民

冷

線

マ
采
道

（団
体
）

朝
日
中
学
校

個

人

目

J
級

上

町
時
山
人

臼
J
級

小

林

戊

叩

m
J
級

小
林
治
樹

市

J
超

級

本

国

戊

マ
陸
上
（
努
子
）

。
4
0
0
幻

吉
田
進
一

＠
走

幅

跳

島

田

義

史

。
4
0
0
V
リ
レ

i

恩
図
隆
司
、
運
沢
太
上
、

一
、
島
町
義
史

マ
陸
上

（女

f
）

。i
o
o
U

氷
山
美
秘

8
0
0
y

水
山
知
uf

伊笠
必 “防；
政 ”A手
｜導入

町

民

卓

球

大

会

（
6
月
H
日
、
朝
日
中
体
育
館
）

（
団
体
戦
）

。
男
子
の
部

準
決
勝

宮

崎

3
1
2

泊
二
区

泊
三
区

5
1
0

山

崎

決

勝
泊
三
区

3
1
2

符

崎

A
V

女
子
の
部

州中
決
勝

山
三
K

2

1
0

・
ム
筒
広

治
二
区

2
1
0

笹

川

決

勝
泊
三
区

2
1
1

泊
二
区

（個
人
戦
）

。
男
子
一
部

．
位
道
問
昭
雄

二
位

ヴ
品
字
削
…

A
V

男
子
二
部

一

位

谷
口
正
母

二
位

青

島

問
…一

。
女
子
一
部

一
位
石
本
多
加
代

二
位

森

野

恵

子

。
女
子
二
部

一
位

各

日

明

美

二
位

佐

回

み

ど
り

吉
間
進

また．慰益祭の後Iま．史跡保存に｜提1

する情報の交換も行いました。

ア月15日
釜石市制施行50周年
このn午前10時から釜石市市民文化
会館大ホールに市内外からの未完など

がJ1.000人を集め，釜石市制施行50同年

記念式~が開｛保されました。

式典て”は．市民意掌日昌t11,¥l!HH市長の

式計事畏1千川市議会議長のあいさつに
次いて＇， Iii 

で3JV! l 2if.間にわたつてdi長を務め’
“bη・’P我が例日町とも械のある i)~ 川 ，J-if；郎氏

(72成）が特別市政功労者ーと して表彰

されました。

さらに，岩手県知事代f墾の高橋県総

続行IS長や小野衆議院議員らの悦昨や悦

屯披誌があり，次いで魚津町長から野

川rli長｛こ，我が町から持参した記念品

を附 I),50周年を祝いました。

このあと，約20分にわたり．スライ

ドとナレーシ ョンで釜石市の50年内Jj;.:

みが制介され，アトラクシ ョンとなり

ました。

そして．正午からは会場をホテルサ

ンルート後石に移し，魚津町長の~ll帥

を皮切りに，祝賀会が開催されました。

V野田釜石市長に記念昂を手渡す魚津町長

？っ

4
『記
念
登
山
で
北
又
つ
り
橋
を
渡
る
登
山
者

バぜ

同
必

6月27日
朝日岳山開き登山会

ア月8日
北陸宮・宮崎太郎公の慰霊祭

この日午後2時から待自身城跡三の丸

で． 」t i町長~ . ・1：・；崎太郎長！決公の介｜司慰
霊祭が行われました。

この慰霊祭は，・1:0;U1(,j城史跡保存会（会

長野鳥二郎氏）が.J'l点：2年(1230)
7月8日に莞去された北｜織自の命Hに

御霊を慰めるために例年開fll'.されている

もので．このIIは．肝心1会長以下10数

名が出席し.'I_;'｛~.＼ を 祈リ ました。
V慰霊祭の参列者

この日，午前8時に小川温泉J乙i坊で
人山式を行い．記念な山の安全を析願

しました。このあと．約ll～雌れた北

又小以までマイクロパスで入 I） • 小屋

の修転lこf'I＇・って新築された北又つり僑

て＼高岡 rliの山本作刷さん（59~t）と

j立Jゐ/Id忠む （9歳）ら3人がテープカ

ット。つり僑の下で記念のイワナ放流

を行ったあと．参力11.r;・47人は 3Jif.に分

かれて， 1 i(I 2日のH.f'1！.でソ己主uこ制日
/i；・山ff[(2.418：；；）に（l1JけてIL¥5をしてい

きました。

ア月4日
間内ヌ揃ソフトボール大会開幕

この日の午後7時30分から．各町内

で編成した56チームめ選手が町民総合

グラウンドに集合し.tn.例となった町
内対抗ソフトポール大会の開会式が行

われました。
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大‘ドワサビj主総組{71ま．桜控光1.L（組

合iとJさんはか4人の方々でll({fll5(i年

（都2：大林業防造改砦事業）に，f'.,t,'1:0 

ワサビは 1W を fl!（えてから 3 年l~lii'J点

L, ょうやく LH前できるまでにJi.X:士正し

ます。 この間， 「it.；~皮が」がれば，病気

になったリ純ったりするため，ii.!.. ！立（水

ii.~ ・ ~~il.. Uのti:JWには、大変気を似い

ます」と十Hillさん。 また． ワサビ｛立大
変デリケー トる j:11’（物で． 微妙な~u:.. ~~， 
i~1~. ~~のj主いでj次長め度合がまるてが変わ

るため事 l,'i'1生地のおL階段術がj凶則しな
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也帯数 5.105'(-3) 計 18533 （ー13)立 9.803（一〔7月 1日の人口〕 男 8.730(-12)


